
＜先輩からのメッセージ＞ 

令和 3年 3月卒業生から後輩へ受験についてのアドバイスです。 

 

「家族を大切に、先生方を信頼し、全力で」 

島根大学・教育学部・学校教育課程Ⅰ類  井 上 虹 希 

私のようにならないためにも、やって欲しいことは、得意教科より、苦手教科を重点的に

学習することです。苦手教科を克服することは大変ですし、時間がかかります。ですが、「得

意教科よりも苦手教科のほうが点数の伸びしろがある！！点数の宝庫だ！！！」とプラス

に捉えることが学習して行く上で必要になると思います。しかし、私は苦手教科の克服をす

ることができず、失敗してしまいました。そのため、共通テストでは思うように点数が伸び

ず、志望校の判定も決して良い判定ではありませんでした。教師という夢を諦めきれなかっ

た私は、二次試験の科目や配点を調べ、前期は小論文、後期は面接と人間性で評価してくれ

る島根大学を志望しました。 

改めてなぜ合格することができたのかを考えてみると、３つのことが挙げられます。  

1 つ目は何事も全力で取り組むことです。今は、部活動や習い事、遊ぶことなど、様々な

ことに取り組んでいると思います。それらのことに全力で取り組んでください。必ずどこか

で役に立つ日が来ます！！なぜなら、私は小論文でそれらのことが役に立ちました。文を論

じるためには自分自身の考えが必要だと考え、常に全力で日常生活を送ってきました。そう

することで、主体的に考え行動することが増え、自分なりの信念が芽生えました。 

 ２つ目は家族を大切にすることです。学校や地域など様々なコミュニティの中に属して

いる私たちですが、なくてはならない存在はやはり、家族です！！毎日、朝早く起きて弁当

を作ってくれ、どんなに反抗しても私の夢を真っすぐに応援し、どんな時でも味方でいてく

れました。そのおかげで今の私があるのだと思います。 

 ３つ目は先生方を信頼することです。私が共通テスト前うまくいくか不安だった時に、担

任の八坂先生に次の言葉を頂きました。「点数がとれるかどうかという不安は、一生懸命頑

張ってきた人ほどその不安が大きくなる。虹希の不安な気持ちが大きくなるのはよく分か

る。だから、合格する覚悟と不合格の覚悟の両方を決めろ！不合格の覚悟を決めてしまえば、

受験に対する不安はなくなる」という言葉を聞いたことで、リラックスして受験に臨むこと

できました。 

最後に、これからの目標を決めて、行動するのは自分自身です。目標達成のためなら努力を

惜しまないでください。その努力が必ずしも結果に結びつくとは限りません。しかし、絶対

に今後の生き方へと繋がっていくと思います。皆さんのご活躍を心より祈っています。 

 

 



「受験を迎える自分のために」 

福岡教育大学・教育学部・初等教育教員養成課程  村 山 優 衣 

私は初等教育教員養成課程に一般入試で合格しました。私からは、部活動と勉強の両立の

ことや、受験でやって良かったこと、後悔していることなどについてお話しさせてい頂きま

す。 

まず、部活動と勉強の両立についてです。一・二年生のみなさんの中には部活動を頑張っ

ている人も多くいると思います。正直、家に帰るともうクタクタで勉強に手がまわらない人

もいるのではないでしょうか。そんな人にお勧めしたい二つの方法があります。一つ目は、

『やることリスト』を作ることです。どんな紙でもいいので、『やるべきこと』を整理し、

目に見えるようにすることで、優先順位を決めることができます。忙しい毎日の中で、やり

残しを防ぎ、時間を有効に使うのに役立つと思います。二つ目は、スキマ時間を上手に使う

ことです。一年生の時にある先生が、「短く感じる休み時間のたった 10 分間も 6 回では一

時間になる」とおっしゃっていました。忙しい日々の中で、まとまった時間を作り出すのは

難しいかもしれませんが、日々のスキマ時間の積み重ねで、時間は作り出すことができます。

ぜひ試してみて下さい。 

次は、やって良かったことについてです。私がやって良かったと思うことは二つあります。

一つ目は、友達と一緒に勉強をしたことです。放課後や休日は中原庁舎や学校を利用して勉

強していました。正直、受験期は心の中が不安でいっぱいになることや、勉強するのが嫌に

なることが何度もありました。しかし、同じように不安な気持ちを抱える友達とその気持ち

を共有することで、「一緒に頑張ろう」と頑張るエネルギーに変えることができました。ま

た、疲れてペンが止まった時に見る友達の机に向かっている姿は私を奮い立たせてくれま

した。二つ目のやって良かったことは、推薦入試にチャレンジしたことです。私は、一般入

試で受けた同じ大学を推薦入試でも受験し、一度失敗しています。周りには一般入試一本に

絞り共通テストに向けた勉強を頑張る友達がいる中、一般入試と推薦入試の両方の準備を

するのは、もちろん不安で大変でした。また、合格は厳しいと分かっていながらも、不合格

になった時には、やはり落ち込み、焦りを感じました。それでも、受験をしたことに後悔は

ありません。なぜなら、私の場合、小論文と面接の試験だったのですが、小論文の知識は一

般入試でも役に立ったし、面接試験対策で、自分が将来どんな大人になりたいのかを改めて

真剣に考え、明確にしたことで、その後の勉強のやる気も高まったからです。私はこの経験

から、チャレンジして失敗したとしても頑張ったことはどこかできっと役に立つのだと思

えるようになりました。これは受験だけでなく日常生活でも同じです。部活動や進路研究、

ボランティア活動などにたくさん挑戦してください。きっといつかそれらの経験が受験生

のあなたを支えてくれると思います。 

最後に後悔していることについてです。日頃の小テストや定期考査でコツコツと知識を



身につけておけばよかったと悔やんでいます。私は英語が苦手で、単語を覚えるのもついそ

の場しのぎのものにしてしまっていました。しかし、英語は必須科目なので、たくさんの単

語を修得するのに後半で大変苦労しました。英単語は一度身に付ければ思い出すのも早い

です。今は大変かもしれないけれど、受験生になる近い将来の自分はその頑張りにきっと救

われると思います。 

私は受験を通して、自分が行動し努力した経験はきっと次につながるものになるという

ことを実感しました。部活に勉強、行事と日々忙しい高校生活ですが、一日一日の積み重ね

を大切にし、皆さんが最高の笑顔で合格発表の日を迎えられることを願い、応援しています。

読んでいただきありがとうございました。 

 

「努力と信念」 

福岡女子大学・国際文理学部・国際教養学科  古 賀 璃 子 

突然ですが、判定が悪いからと言って志望校を変更しようとしている人はいませんか。も

しいるならば、私はその人に、こう伝えたいです。 

「最後まで諦めないで！努力し続ければ結果はきっとついてくる！」 

正直に言うと、私は本番直前の模試になってもずっと D 判定でした。最低ボーダーライ

ンは 7 割。合格した先輩に聞くとその方は 8 割越えの得点。一番良い点数の時でさえこれ

らの点数に届かない私は、何度も志望校を変えるかどうか悩みました。しかし、福岡女子大

学に行きたいと強く思っていたため、最後まで諦めず頑張ろうと決め、勉強法と時間の使い

方を工夫し学習をしました。 

まず、朝早起きをして１時間半学習していました。毎朝欠かさずリスニングをして残った

時間は暗記科目に充てていました。リスニングは毎日することで点数がグングン伸びまし

た。暗記科目は頭がスッキリしている朝に取り組むことで効率よく覚えられます。学校では、

授業や家で解いた問題、模試で解説を見ても分からないものをどんどん先生方に質問し、な

ぜ・どうしてそうなるのか理解するようにしていました。放課後は３～５時間、土日は８～

10 時間やろうと決めていました。しかし、ダラダラして勉強が進まない日は早目に切り上

げました。なぜなら、ダラダラと集中できないまま勉強しても意味のない学習になるからで

す。 

その他にも色々な種類の問題に触れ、できない所はできるまで考える事、そして一番大切

なのは、模試の復習を必ずする事。そうすることで多くの様々な問題に対応できる力が身に

つきました。 

このように勉強を続けたことで共通テストでは自己最高得点を取ることができました。

合格者の番号の中に自分の受験番号を見つけた時の喜びは一生忘れないと思います。 

ですが、合格できたのは、私一人の力ではなく、家族や先生方、友達の支えがあったから



こそです。皆さんも常に周囲の人達あってこその今だということを忘れないで下さい。 

最後に、受験において私が信じていたもの、それは“言霊”です。言霊とは発した言葉が言

い続けることで現実になるというものです。私は心が折れそうな時、勉強のやる気を奮い立

たせたい時に「合格しました。ありがとうございました。」と口に出していました。そうす

ると不思議とやる気が湧き出してきました。「本当に？」と思う人もいると思いますが、”言

霊”は存在します。是非やってみて下さい。もちろん、口に出すだけでなく努力することも

大切です。 

これから受験するにあたって、きつい、辛い、逃げたいと思うこともあると思います。で

すが、ここで頑張った経験は人生の中で大きな意味をもつものになると思います。皆さん一

人一人が第一志望の大学に合格できるよう応援しています。頑張ってください。 

 

「合格のための神席」 

佐賀大学・理工学部・理工学科  田 中 希 

私が受験勉強を通して考え実行したことを伝えたいと思います。 

 一つ目は教卓の前の席に座ることです。私の高 3 の席はずっと教卓の前でした。出席番

号で決められた席も教卓の前で、席替えでも毎回この席を希望しました。まず自分で希望し

て前の席にすることで、本格的に勉強のスイッチが入りました。黒板も見やすく、先生の話

もよく聞こえるため授業に集中することができました。眠気に負けそうになるときでも目

の前に先生がいることで眠気が覚め、受験勉強で睡眠時間が短くても授業中に寝ることは

ほぼありませんでした。さらに、先生との距離が誰よりも近いので、授業中や授業後に質問

がしやすく、質問した回数は他の人より圧倒的に多いです。席替えで自分で希望して前に行

くのは少し勇気がいることかもしれません。それでも、受験勉強において『神席』は教卓の

前の席です。是非、志望校合格のために『神席』を手に入れて下さい。 

 二つ目は、英検についてです。英検は出来るだけ早く合格しておくべきです。私は高 3 の

12 月に英検 2 級に合格しました。取得したスコアが共通テスト 8 割換算となったので共通

テストの安心材料となり、また英語力に自信もつきました。しかし、みんなが共通テスト対

策に集中している中、11 月まで英検対策をすると焦りを感じますし、時間も限られてくる

ため。本格的に受験勉強を始める前に英検にチャレンジするのがいいと思います。さらに英

検のライティングやスピーキングは自分だけで対策することは難しかったため、先生のも

とに通い指導していただきました。 

 三養基高校には本当に親身になって私たちをサポートしてくれる先生がたくさんいます。

先生方に質問に答えていただいたり、指導していただいたりすることで、結果を出したいと

いう気持ちがますます強くなり、受験勉強のモチベーションアップにもつながりました。皆

さんも積極的に行動して後悔のないよう頑張ってください。応援しています。 



 

「復習～土台を作るために」 

佐賀大学・理工学部・理工学科  太 田 雄 貴 

 僕が皆さんに伝えたい受験に向けての勉強については２つあります。 

 1 つ目は当たり前のことですが、復習をしっかりすることです。1、2 年生での土台がし

っかりしていることで 3 年生での応用も理解がしやすくなります。僕は 3 年になって土台

が全然しっかりとしていなかった英語と難しいと感じていた数学を基礎から理解し直しま

した。その間に試験対策問題がいくつ解けただろうと思うと、早めにコツコツと復習をして

おくべきだったと後悔することがあります。それで皆さんには 3 年生になる前にコツコツ

と復習をして欲しいと思っています。 

 2 つ目は教科ごとに勉強する内容を事前にしっかりと決め、順番も考えながら勉強をする

ことです。それぞれの教科にたくさんやるべきことはありますが、全てをやらなくちゃいけ

ないと思うとどれから手を付けたらいいのか分からなくなってしまいます。なので、この教

科のこれは苦手だからここは勉強する、これは得意だからやらない、などをあらかじめ決め

た上でこの教科は暗記だからテスト前に詰め込む、この教科は理解すればたくさんの演習

がいらないから早めにやっておくなどと決めると良いと思います。初めはあまり成果が出

なくとも少しずつ点数が上がってくるとこの勉強は間違っていなかったのだと自信を持っ

て勉強に取り組めるようになりました。 

 僕は、なにか効率のいい勉強の方法はないかなと YouTube を見て探したりしましたが、

結局、普通に復習を大事にしていけば良いのだと気付きました。だからといって前に解いた

試験問題を復習するからと残しておいても、結局手が回らなかったので、個人的にはしっか

りと復習をしたら問題はさっさっと捨てて部屋を綺麗にしながら勉強のしやすい環境を作

ればいいと思います。 

 受験はまだ遠いと思いがちですがすぐやってきます。早いうちから受験に向けて勉強し

ておいて損はありません。頑張ってください。皆さんの合格を願っています。 

 

「推薦入試について」 

佐賀大学・医学部・看護学科  村 山 瑞 季 

私は推薦入試で佐賀大学に合格しました。皆さんの中には、推薦入試は受験のチャンスが

増え、また、受験が早く終わって楽そうだと思っている人もいるかもしれません。私もそう

思っていました。しかし、推薦入試で合格が決まるという保証もないので、共通テストの勉

強と推薦入試への準備を両立させなければなりません。他のみんなが共通テストに向けて



勉強をしている中、推薦入試の準備を両立させるのはとても大変でなかなか勉強時間も取

れず焦りも出てきます。しかし、推薦入試の良い所は、面接などを通して志望校に対する熱

意や、将来の目標を自分の口から伝えることができるところです。 

 そのためにはまず、自分の将来の目標を具体的に考えて、また、なりたい職業が決まって

いる人はその職業について調べてみて下さい。私は実際に面接で「その職業の課題や問題点、

またその解決策は何なのか」と聞かれました。自分の将来の目標について調べることで、ど

の大学のどの学部に行けばよいのかが分かり、一番自分がやりたいことを実現できる大学

が見つかると思います。 

 そして、これからの受験勉強で大切なことは、勉強の習慣を身に付けることです。部活が

忙しく勉強時間がとれない人もいると思います。私も部活動をしていたため、1，2 年生の

時にはあまり勉強時間がとれていませんでした。そのような状況でも、定期考査の勉強はき

ちんとしてください。定期考査にむけて勉強することで勉強の習慣を身に付けることがで

きます。また、きっちりと基礎を身に付けることができます。受験勉強において基礎が身に

ついていないと復習から始めなくてはならなくなり、とても時間がかかってしまします。 

 これから先、成績が伸び悩んだり、いろいろと大変なこともあると思いますが、最後まで

あきらめずに頑張ってください。分らないことがあれば、先生、親、先輩に相談してくださ

い。経験者に尋ねるのが一番です。応援しています。 

 

「入試は団体戦」 

佐賀大学・医学部・看護学科  髙 橋 百 華 

私は、推薦入試に落ちました。しかし、もう一度挑戦し、一般入試で合格しました。私が、

この経験から皆さんに伝えたいことは二つあります。 

一つ目は、最後まで諦めず努力することの大切さです。推薦入試に落ちた時は、とてもシ

ョックでした。しかし、そこで諦めず、まだ一般入試があると気持ちを切り替え、これまで

以上に努力しました。まずは、共通テストに向かって勉強しました。放課後残って勉強をし

たり、休みの日も学校に登校したりしました。また、ずっと勉強したことで、共通テスト後

の専門学校や私立大学の学科試験でも、対応することができました。私は、二次試験には面

接と小論文が必要でした。しかし、推薦入試の時にみっちり指導を受けていたので、何も心

配することはありませんでした。推薦入試に落ちた時は、やってきたことは無駄だったのか

と感じましたが、無駄なことは何もありませんでした。面接や小論文だけでなく勉強面にお

いても、やって無駄なことは何一つありません。知識として、何かしら自分のためになりま

す。努力した分、自分の力、自信につながります。皆さんも最後まで諦めず努力し続けてく

ださい。 

二つ目は、入試は一人ではないということです。よく、「入試は団体戦だ」と言われます。



初めは、「入試は自分次第。個人戦でしょ。」と思っていました。ですが、実際に入試を経験

し、「入試は団体戦だ」と言われる意味が分かった気がします。それは、合格できたのも、

周りのサポートがあったからだと思うからです。まずは、家族です。何気ないことですが、

美味しいご飯やお弁当、「頑張れ」と自分を一番身近で応援してくれました。それは、大き

な心の支えになりました。次に、友達です。教室では、入試に向けて多くの友達が勉強して

いました。そんな友達を見て自分も頑張ろうと思えました。早くに合格した人も、周りのこ

とを考えて行動してくれていました。つらい時も、お互いに励まし合い、入試という大きな

壁を共に乗り越えられました。最後に、先生方です。多くの先生が様々な面からサポートし

てくださいました。進路について悩んでいる時には、親身になって話を聞いてくださり、一

緒に考えてくださいました。また、授業で忙しい中でも、空き時間を見つけ、ご指導してく

ださいました。合格を伝えた時も、自分のことのように喜んでくださり、最後まで私を信じ

ていてくださったのだと感じました。 

入試は、身体的にも精神的にも本当につらいものです。合格が決まっていく友達を見ると、

嬉しい反面、自分の進路が決まらないことに不安や焦りを感じました。それでも頑張ってこ

られたのは、ここに述べた多くの支えがあったからだと断言できます。ぜひ、皆さんも、周

りを頼ってください。そして、感謝の気持ちを忘れないでください。必ず、皆さんの力にな

ってくれます。この先、つらいことがあるかもしれません。そんな時は、少しでもこのこと

を思い出してくれたら嬉しいです。頑張ってください！ 

 

「受験を通して皆さんに伝えたいこと」 

熊本大学・法学部  川 住 海 琉 

私が、受験を通して皆さんに伝えたいことは 2 つあります。受験に対する意識は人それ

ぞれだと思うので、参考程度に聞いてもらって構いません。 

 1 つ目は、志望先はよく考えてから決めた方が良いということです。皆さんの中には、進

路先を「取り敢えず自分の学力に合った大学」みたいに決めている人もいると思います。そ

の考え方も一つの選択肢だと思いますが、そのままだと、いざ「この大学に行きたい」と思

ったときに受験すらできない状況になるかもしれません。実際に、私は最初、他の大学を志

望していて、３年時の教科選択も志望学部の受験科目に合わせました。しかし、3 年の 6 月、

進路先を熊本大学に変更したとき、受験科目が足りないという問題が起きました。幸いにも、

私は先生に恵まれたため、放課後の貴重な時間をいただいて足りない受験科目を勉強する

ことが出来ました。私の時は、教科選択をミスしても取り返せましたが、皆さんの時には挽

回することが出来ない場合があります。そのため、今志望先を悩んでいる人や曖昧に決めて

いる人は、先生や家族と相談したり、大学の比較リストなどを作ったりするなどをして、「絶

対にここ！」と言える進路先にしてください。少し話はズレますが、学校で推薦歴のない大



学や学部を受けるとき、進路室に資料がない場合は自分で資料を集める必要があります。何

事も早め早めの準備が肝心です。 

 ２つ目は、勉強方法についてです。現在、Youtube 等で沢山の勉強方法が紹介されている

ように、世の中には様々な勉強の仕方があります。しかし、私もそうでしたが「１００％自

分にピッタリ！」の方法を見つけることは難しいと思います。そのため、今勉強の仕方が分

からないと悩んでいる人は「勉強方法を見つける」から「勉強方法を作る」にシフトチェン

ジしてみてください。しかし、ゼロから作り上げることは難しい上に時間もかかるので、既

存の方法を自分がやりやすいようにアレンジしたり、数種類の方法を組み合わせたりする

ことから始めてみると良いと思います。勿論、自分の勉強だけでは追いつけない、分からな

いと感じたときは積極的に先生に質問することも方法の 1 つです。私は、バチバチに順位

や点数といった目に見える評価を意識するタイプで、基本的に勉強はゲーム感覚で取り組

んでいました。具体的には、「宿題はデイリーミッション」「定期テストは期間限定イベント」

ととらえ、勉強に対する姿勢を変えました。英語の勉強も単語 1800 語をとにかく覚えて、

単語の意味をとらえて長文を読むという荒技を行いました。馬鹿らしい方法かもしれませ

んが、自分には合っていたため 30 点以上得点があがりました。皆さんも自分にあった勉強

方法を作って、最後までやり遂げてください。 

 受験勉強はとにかくつらいし、投げ出したくなるものです。特に、推薦で受験する場合、

日々の学習に推薦入試の準備が加わって睡眠時間が本当に取れない毎日が続きます。それ

でも、足を止めないでください。「最後まで頑張った」という事実は受験においてで何より

も強い味方となります。応援しています。 

 

「勉強のやり方で大事なこと」 

熊本大学・工学部・土木建築学科  吉 松 誠 

私から皆さんに質問があります。今、家に帰って何分勉強していますか。数時間している

という人や、30 分くらい、もしかしたら 0 分の人もいると思います。これからそんな忙し

い中でどうやって勉強時間を確保するのかと、どのように勉強を進めていけばいいのかの 2

点について、私の経験をふまえてお伝えします。勉強時間が十分にある、自分なりの勉強方

が確立している人も参考にしてみてください。 

私は 3 年間部活動に所属していました。だから勉強時間がとれない人の気持ちがよく分

かります。そこで、私は休み時間を使って勉強していました。そうすれば学校にいる間で宿

題くらいは終わるので、帰宅後はテレビ、スマホを 1 時間我慢して苦手な教科を勉強すれ

ば十分だと思います。もちろん、総体を終えてからはもっと勉強してください。 

勉強のやり方で大事なことは、公式は理解しながら覚えるということです。個人的には、

人に教えることがない限り、公式の名前を覚える必要は無いと思います。問題を解く作業の



一部という認識でいいです。人物名などは考えて出てくる類のものではないので、ひたすら

正確に覚えることが重要ですが、公式はそうではありません。覚えたことを｢使う｣必要があ

るからです。理解しながら記憶することが重要だということはこれで伝わったと思います

が、実際どうすればいいのかという人がほとんどだと思います。具体的な方法としては、暗

記カードを使って覚えるのではなく、問題を解くことで覚えてください。習いたてはその公

式だけを使う問題をひたすら解くのが良いと思います。その上で、公式通りの形ではない問

題も解くと理解が深まります。慣れてきて、もう間違える気がしないと思えたら、実践的な

問題、解法の一部にその公式が使われているような問題を解くと良いと思います。模試や入

試の過去問がお勧めです。自分で探せない時は、教科担当の先生に頼めば、問題が貰えると

思います。分からないことは先生に聞いてみてください。必ず自分のためになります。 

最後に、E 判定から大学に合格した私の友達からのメッセージです。LINE で送られてき

たことをそのまま伝えます。『判定が悪かったら合格できないって思うかも知れないけど、

諦めないことが大事です。とにかく沢山問題を解いてください。過去問を 10 年分は解きま

しょう。』 

 

「将来の目標を具体的に考える」  

鹿屋体育大学・体育学部・武道課程  尊 田 隆 希 

 私から皆さんに伝えたいことは、二つあります。 

 一つ目は、大学の入試制度を確認しておくことです。私は、鹿屋体育大学を推薦入試で受

験し、合格しました。私は、今年の入試制度が変わっていたことに気づいたことで推薦入試

を受験するチャンスを掴むことができ、入試に向けての準備を頑張ったことで、合格するこ

とができました。しかしその過程では、私だけの力では足りず、担任の先生や顧問の先生の

ご協力をいただいたことで、進路を実現することができました。皆さんも、まずは自分で入

試制度を確認し、自分一人では解決することができないことがあれば、先生方に相談してみ

ると良いと思います。 

二つ目は、将来の目標を具体的に考えることです。一・二年生の中には、将来の夢や目標

を持っている人もいれば、まだ決まっていない人もいると思います。将来の夢や目標が決ま

っている人は、自分の将来をより具体的に考えてみてください。将来のことをより具体的に

考えることで、自分が今やるべきことや新たに学びたいことを発見することができると思

います。また、自分の将来を見つめ直すことができる良い機会にもなると思います。実際に

受験生になると、勉強のことで頭がいっぱいいっぱいになるので、将来のことをじっくり考

えるのはきっと今しかできないと思います。ぜひ今の時期に自分の将来をじっくりと、より

具体的に考えてみてください。 

 これから、新型コロナウイルスの影響で大変なことがたくさんあると思いますが、周りの



先生や友達と協力しながら乗り越えていってください。応援しています！ 

 

「最後まで諦めない」 

久留米大学・医学部・看護学科  橋 本 侑 典 

私が受験勉強を通して大切だと思ったことを話したいと思います。 

 1 つ目は、勉強に集中できる場所と仲間を見つけて欲しいということです。私は家で勉強

をしているとすぐに集中力が切れてしまいスマホを見てしまっていたため勉強がはかどり

ませんでした。そこで、平日は放課後に中原庁舎に行ったり、塾の自習室で夜遅くまで勉強

をしたりしていました。祝日は、学校や図書館に行って勉強していました。また、一緒に勉

強をする仲間を見つけると、「まだこいつが頑張っているから頑張ろう」と思うことができ、

勉強の集中力を高め、モチベーションも上げることができます。皆さんも勉強に集中できる

場所と仲間を見つけてください。 

 2 つ目は、先生方を頼って欲しいと言うことです。私は志望校を 3 年生の初めまで迷って

いました。そのような時も担任の先生は私にアドバイスをしてくださり、いつも真剣に話を

聞いてくださり、私の進路について考えてくださいました。また、受験教科の担当の先生は、

答えのない過去問を持っていっても丸つけをしてくださり、分からないところは昼休みや

放課後の時間を削って教えてくださいました。また、入試の対策もしてくださいました。先

生方の支えがなかったら私は絶対に合格することができていなかったと思います。皆さん

も受験のことで迷ったりわからない問題があったりしたら、先生方を頼ってください。絶対

に先生方は皆さんを助けてくれます。 

 3 つ目は、最後まで諦めないで欲しいということです。私は 1 年生から 2 年生の 1 学期ま

で本当に成績や順位がひどかったです。模試でも、志望校の判定は D や E ばかりでした。

しかし私は諦めずに自分のやらなければいけないことを頑張り続けました。そうして第一

志望の大学に合格する事ができました。皆さんも絶対に勉強を諦めないでください。結果は

付いてくると思います。 

 最後に、私が受験勉強の時にどのように考えていたかを伝えようと思います。「今頑張れ

ばこれからの人生が変わる」「これから受験勉強以上に大変なことはない」このように考え

ていました。受験勉強はとてもきついです。しかし、受験勉強を通して得ることができたも

のはたくさんありました。皆さんも受験勉強は大変だと思いますが、最後まで諦めず後悔し

ないように頑張ってください。皆さんのご活躍を願っています。 

 

 

 

 



「タイムマネジメント・情報・自分の目標」 

西南学院大学・法学部・法律学科  姉 川 悠 馬 

みなさんに私が受験で学んだことをお伝えします。 

まず、私が受験中に最も重視したのは、「タイムマネジメント」です。長時間の勉強を続

けるにはやはり休息が必要ですが、必要以上に休息を取るとそれはサボりに発展してしま

います。ですから私は、一日の中で勉強する時間と休む時間をしっかり分け、その生活を毎

日続けることで身体を徐々に勉強に慣れさせました。この時間管理のやり方は勉強にも当

てはめることができます。勉強にはインプットとアウトプットの二種類がありますが、この

二つをバランスよく行うことが得点を上げる上で大切だと思います。限られた受験期間で

効率よく勉強するには、自分が分からない問題や知らなかった問題を集め、復習しまた解き

直すという時間を作ることです。部活がある時期は特に大変だと思いますが、自分に合った

計画をぜひ立ててみて下さい。 

次に大切だと思うのは「情報」です。私は志望校の過去問を調べてみて、自分の英語力が

足りないことに早い段階で気付きました。そのため英語の勉強に比重を置き、主に過去問を

たくさん解くことで、なんとか合格ラインまで届くことができました。過去問をたくさん解

くことは傾向対策のほか、試験本番で自分が努力してきたことの裏打ちにもなり、自信が出

るので大変効果的です。ちなみに私が使った教材は、赤本、『英単語ターゲット 1900』、

『NextStage』といったオーソドックスなものでしたが、皆さんが挑戦する学校に合わせた

ものを使うと良いと思います。 

そして、「自分の目標」を持ち続けて下さい。当初、私は長時間の勉強が苦手で仕方あり

ませんでしたが、春休み明けからは心機一転し無理やりにでも机に向かいました。スマート

フォンも一切使えない様な環境に身を置くことで、漸く勉強に集中できるようになりまし

た。私が自分を変えることができたのは、はっきりと目標を決めたからだと思います。自分

が行きたい大学、学びたい学問を意識するだけで大きくモチベーションを向上させること

ができました。 

最後に、皆さんに『不合格体験記』の一読をお勧めします。この書は合格体験記とは違った、

受験期にありがちな失敗談や反省点を的確に捉えているので良い教訓になると思います。

それでは受験生の皆さん、頑張ってください。 

 

「大逆転受験」 

佐賀県医療センター好生館看護学院  高 田 朋 栞 

私は、皆さんもそうだと思いますが、友達と遊ぶことやテレビ、携帯を優先し、１,２年



生の時には勉強することを後回しにしてきました。3 年生になってやっと勉強に取り組みま

したが、志望校の判定は最後の模試まで「E 判定」。先生達からも「違う学校を選んでみて

はどう？」と言われ、１,２年の時にもうちょっと勉強しておけばよかったと後悔しつつ、

それでも大逆転、合格できた私の話を紹介したいと思います。 

1 年生の時、中学の時に自信があった数学についていけなくなりました。今思うと、つい

ていこうとしなかったのかもしれません。自信があったものが 1 つ揺らいだことで「やっ

ぱ無理だ」という勉強に対するマイナスイメージが定着してしまい、勉強を後回しにしてい

ました。2 年生になっても成績はさほど変わらず、ただ進路を考える中で、このままではダ

メだという焦りばかりでした。そして 3 年生になり、がむしゃらに勉強しました。時には

「なんでこんなに勉強してるんだろう？」と泣きながら友達に電話したりもしました。そん

な中、私は 3 つのことを考えました。 

まず 1 つ目は、「苦手意識をなくす」ということ。テスト前夜、徹夜で頭の中に詰め込ん

でも自分の身につきません。1 日にほんのちょっとの時間でもいいので、継続してやること

で身につくのではないかと思います。分からないことをそのままにせず、その場で解決して

いき、問題集等を毎日解くことで、苦手意識を作らないことが大切だと思いました。 

2 つ目は、「周囲を気にしない」ということ。周りの人が、私が持っていない参考書等の教

材をもっていると、自分がやっていること、やってきたことに不安や焦りを感じました。で

すが、いろいろな教材に中途半端に手を出すより、これと信じた教材を隅々までやり通し何

度も繰り返すことで自分のものにしていくことが大切だと思います。 

最後に 3 つ目、「受験は 1 人じゃない」という事です。先生から「受験は団体戦です」とい

う言葉を聞いたことがあると思います。私はこれを聞いた時「そんなことはない。個人で受

けるものだ」と思っていました。ですが、進路は違っても受験するというひとつの目標に向

かってみんな頑張っています。私たちは分からないところがあると学校に残って教え合い、

中原庁舎や休日には図書館へ行って勉強し、夜はビデオ通話をしながら、協力し合い乗り越

えてきました。恐らく 1 人では乗り越えることは出来なかったでしょう。自分なりに合格

の要因を振り返ると、きつい事や辛い事を共有できた仲間の存在がとても大きく、大切なも

のだということに気づきました。 

あまり参考にならないかもしれませんが、「あなたはひとりじゃない」ということを覚えて

おいてください。受験に対して不安は沢山あると思いますが、残りの高校生活で、楽しむと

ころは誰よりも楽しんで、夢に向かって沢山勉強して、素敵な春を迎えることができるよう

に応援しています！頑張れ三養基生！！！ 


